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LoadRunner Professionalへようこそ
OpenText™ LoadRunner Professionalインストール・ガイドへようこそ。

LoadRunner Professional( LRP)は，パフォーマンス・テストのためのツールです。このツール

を使用して，アプリケーションに負荷をかけ，クライアント，ネットワークおよびサーバの潜在的

なボトルネックの切り分けと特定を行います。

本書では，LRPのインストールとセットアップの方法について説明します。

LoadRunner Professionalヘルプセンター
LRPコンポーネント内の状況依存ヘルプについては，ダイアログ・ボックス内で F1キーを押す

か，［ヘルプ］メニューを使用します。

Web上のLoadRunner ProfessionalおよびVuGenのヘルプセンターにアクセスできます。

l https://admhelp.microfocus.com/lr/
l https://admhelp.microfocus.com/vugen/

ヘルプセンターへのリンクを開くときは，該当する製品バージョンが選択されていることを確認し

てください。

ローカル・バージョンのヘルプをダウンロードしてインストールすることもできます。詳細について

は，「ヘルプセンターのダウンロード」を参照してください。

オンライン・モードとローカル・モードを切り替えるには，［ヘルプ］>［ヘルプセンターオプション］>
［オンラインで開く］または［ローカルで開く］を選択します。

注 :
l ブラウザまたはVuGen内でヘルプセンターを表示するには，ブラウザの設定で

JavaScript(アクティブ・スクリプト )が有効になっていることを確認してください。

l LRPアプリケーション・セッションの開始時にオンライン・ヘルプセンターが利用できな

い場合，そのアプリケーションのセッション全体で［オンラインで開く］オプションが無効

のままになることがあります。
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LRP コンポーネント
このインストール・ガイドでは，以下のLRPコンポーネントのインストールについて説明します。

これらの各コンポーネントの詳細については，LoadRunner Professionalヘルプセンターを参

照してください。

Virtual User
Generator
(VuGen)

主に記録によって仮想ユーザ・スクリプトを作成するためのツールで
す。仮想ユーザ・スクリプトは，直接関数呼び出しを使用して，グラ
フィカルなユーザ・インタフェースなしでユーザをエミュレートします。

Controller 仮想ユーザ・スクリプトに基づいて負荷テストとパフォーマンス・テスト
の実行を制御します。テスト実行に関する情報を監視して表示す
る，オンライン・モニタが含まれます。

Analysis 負荷テストを分析するためのグラフとレポートを表示します。

Load Generator 仮想ユーザ(WindowsベースのGUI仮想ユーザを含む)を実行し
て負荷を生成するためのコンポーネントです。

Network
Virtualization

NV Insightsレポートを生成できます。このレポートでは，さまざまな
種類のネットワーク上でアプリケーションがどのように動作するかを詳
細に分析できます。

詳細については，Network Virtualization for LoadRunnerヘルプ
を参照してください。

Monitor Over
Firewall

ファイアウォール越しに監視するための，エージェント・マシン上のコン
ポーネントです。

MI Listener ファイアウォール越しに仮想ユーザを実行して監視するのに使用する
MI Listenerマシン用のコンポーネントです。

LoadRunner
Data Hub

LoadRunnerコンポーネント間のより堅牢な通信をサポートする通
信チャネル。

Data Hub Web
Connector

Data HubがWeb経由かつファイアウォール越しに通信できるように
します。

スタンドアロン・アプリケーション

上記のコンポーネントの一部は，スタンドアロンでインストールできます。これらのコンポーネント

は， インストール・パッケージのStandalone Applicationsフォルダにあります。

インストール・ガイド
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追加コンポーネント

追加コンポーネント ( Citrix Agentなど)は，インストール・パッケージのAdditional
Componentsフォルダにあります。詳細とインストール手順については，LoadRunner
Professionalヘルプセンターの「追加のコンポーネントとアプリケーション」を参照してください。

インストール・パッケージのダウンロード

インストール・パッケージには，無料トライアル・ページからアクセスするか，ソフトウェアのライセ

ンスとダウンロード・ページでアカウントを選択してアクセスできます。

VuGen，LoadRunner Developer，VTS，LoadRunner Data Hubなどを

AppDelivery Marketplaceから無料でダウンロードすることもできます。

インストール・ガイド
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システム要件と前提条件
本章の内容

• システム要件 8
• LRPでのTLS( SSL)証明書の使用 8
• インストール前の作業 9

システム要件
次の情報は「サポート・マトリックス」にあります。

l Windowsシステムで LRPコンポーネントを実行するためのシステム要件

l Windowsまたは Linuxシステムで Load Generatorを実行するためのシステム要件

l 同じ物理マシンに同時にインストールできるコンポーネントの完全なリスト

Network Virtualizationのシステム要件とインストール手順については，Network
Virtualization for LoadRunnerヘルプを参照してください。Network Virtualizationは，

LRPのインストール時にインストールすることも，後からインストールすることもできます。

LRPでのTLS( SSL)証明書の使用
一部のLRPコンポーネントのインストール中に，CAおよびTLS( SSL)証明書をインストール

するオプションがあります。

これらの証明書は，認証とセキュア通信で使用されます。どちらの証明書も「*.cer」
( X.509)形式である必要があります。

l CA証明書 :既存の証明書のパスを入力するか，または空白のままにして証明書のインス

トールを省略します。CA証明書は事前に生成しておく必要があります。

l TLS証明書 :既存の証明書ファイルから選択します。または，秘密鍵を含むCA証明書

を作成しておけば，証明書は自動的に作成されます。

CA証明書の生成とLRPでの証明書の操作の詳細については，LoadRunner
Professionalヘルプセンターの「TLS( SSL)を使用したセキュアな通信」を参照してください。

インストール・ガイド
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インストール前の作業
LRPコンポーネントをインストールする前に，以下の情報を確認してください。

その他の注意事項と制限事項については，LoadRunner Professionalヘルプセンターの

「既知の問題」を参照してください。

セキュリティ・レ
ビュー

LRPコンポーネントは，機密情報を含まない，または機密情報への
アクセスを提供しない専用マシンにインストールすることと，テスト環
境でネットワーク・トポロジとアクセス・レベルの徹底したセキュリティ・
レビューを行うことを強くお勧めします。

アクセス権の要件 すべてのLRPコンポーネントのインストール・プロセスで，すべてのオペ
レーティング・システムのフル管理者アカウント ( Linuxシステムの場合
はルート・アカウント )が必要になります。

UAC とDEPを有効にして LRPコンポーネントをインストールできます
が，インストール中は無効にしておくことをお勧めします(または，必
須のWindowsプログラムとサービスに対してのみDEPを有効にしま
す)。

インストール後，LRPのすべてのアプリケーションとコンポーネントは，
UAC とDEPを有効にして，標準ユーザ・アカウントで実行できます
(管理者アカウントは不要)。

ウイルス対策アプリ
ケーション

LRPをインストールする前に，すべてのウイルス対策アプリケーション
を終了することをお勧めします。

インストール・ガイド

システム要件と前提条件

LoadRunner Professional (24.1) 9 / 66ページ

https://admhelp.microfocus.com/lr/en/24.1/help/WebHelp/Content/LandingPages/Known_issues_main.htm


Windowsでの
Webサービス仮想
ユーザの実行

AxisツールキットとWSEは，LRPでは自動的にはインストールされ
なくなりました。スタンドアロンのLoad GeneratorでWebサービス
仮想ユーザを実行する場合，一部のレガシ構成では .NET 3.5のア
クティベーション( MSDNを参照)，AxisのJavaファイルの組み込
み，またはWSEのインストール(WSE 2.0 SP3およびWSE 3.0)が
必要になる場合があります。

これらのコンポーネントの使用を避けるには，スクリプトを再作成し，
標準設定のWCFツールキットを使用してWSDLをインポートしま
す。

これらのコンポーネントを使用するには，次の手順を実行します。

l WSEの場合，WSEコンポーネントをOneLGインストール・パッ
ケージ・フォルダ(DVD\lrunner\Common\wse20sp3および
DVD\lrunner\Common\wse30)からインストールするか，
Microsoft Webサイトからダウンロードします。

l Axisの場合，AxisのJavaファイルを%LG_
PATH%\bin\java\Axisにコピーします。OneLGの場合，ファイ
ルは抽出されたインストール・パッケージのprerequisites\Axis
サブフォルダ(標準設定では＜LoadRunner OneLG＜バージョ
ン＞のルート・フォルダ＞\prerequisites\Axis)にあります。これ
により，Axisツールキットでレガシ・スクリプトを実行できるようにな
ります。

詳細については，「Webサービスの既知の問題」を参照してくださ
い。

Windowsでの
Java仮想ユーザの
実行

OpenJDK 32ビットは，LoadRunnerでは自動的にはインストール
されなくなりました。Javaプロトコルを使用するには，サポートされて
いるバージョンのJDKを手動でインストールする必要があります。
VuGenは，内部ロジックを使用して自動的にJREのバージョンを検
出します。詳細については，「Javaプロトコル用の環境のセットアッ
プ」を参照してください。

LRP とUFTの共存 LRP とUFTを同じマシンにインストールしてから，一方をアンインス
トールすると，もう一方のソフトウェア・プログラムが正しく機能しない
場合があります。

解決策 :マシンで使用するソフトウェア・プログラムの修復を実行しま
す。

インストール・ガイド
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ライセンス LRPライセンスに関しては，次の点に注意してください。

l Controllerで仮想ユーザを実行するには，Controllerマシンに有
効なライセンスがインストールされている必要があります。LRPは，
LRPのセットアップ時にコミュニティ・ライセンス・バンドル(無料)を自
動的にインストールし，50人の仮想ユーザを提供します。

l 2020より前のバージョンからアップグレードする場合は，アップグ
レードした LRPインストールで動作するように現在のライセンスを
置き換える必要があります。コミュニティ・ライセンスを使用している
場合，LRPのインストール時に自動的に置き換えられます。その
他のライセンスについては，ライセンス・サポートに連絡して，互換
性のある有効なライセンスを取得してください。

LRPライセンスの管理と仮想ユーザ容量の拡張の詳細については，
LoadRunner Professionalヘルプセンターの「LoadRunner
Professionalのライセンスについて」を参照してください。

カスタム証明書 12.55以前のバージョンからアップグレードする場合で，以前の
LoadRunnerのインストールでカスタム証明書を使用した場合，セッ
トアップ中に証明書の入力を求められたら，もう一度その証明書を
インストールします。インストールしない場合，セットアップ・プログラム
は標準設定を使用してそれらを上書きします。

Network
Virtualization

NVを( LRPインストールの一部として)自動的にインストールすること
を選択した場合，NVインストールを続行する前にWindows
SmartScreenを無効にする必要があります。

レジストリ・エディタで HKEY_LOCAL_
MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\
Windows\CurrentVersion\Explorerを開き，
SmartScreenEnabledの値データをOffに変更します。

注 :NVを手動でインストールする場合，SmartScreenを無効にす
る必要はありません。

仮想環境 仮想化ベンダが提供するアーキテクチャは急速に進化しています。
サードパーティ・ベンダが仮想環境とLRP承認済みハードウェア要件
との完全な互換性を保証する限り，LRPはこうした変化する環境で
も設計通りに動作することが期待されます。システム要件とサポー
ト・マトリックスに従って仮想マシンを作成すれば，LRPは正常に動
作します。

仮想マシン上で作業する場合，必要に応じて仮想化サーバのハー
ドウェア/監視環境にアクセスし，仮想化サーバが飽和していないこと
を確認する必要があります。仮想化サーバが飽和すると，仮想マシ
ンの測定値を正しく認識できず，間違った結果につながる可能性が
あります。

インストール・ガイド
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WindowsへのLRP コンポーネントのインス
トール
本章では，LRPのフル・バージョンまたは LRPコンポーネントをWindowsプラットフォームにイ

ンストールする方法について説明します。

本章の内容

• インストールのワークフロー 12
• LRPのアップグレード 14
• セットアップ・ウィザードの使用による LRPコンポーネントのインストール 14
• LRPコンポーネントのサイレント・インストール 17
• インストールのコマンド・ライン・オプション 20
• LoadRunner言語パックのインストール 25
• ユーザ・ログインの設定 26

インストールのワークフロー
LoadRunner Professionalインストール・パッケージには，LRPのコンポーネントのインストー

ル・プロセスを順を追って実行するためのセットアップ・ウィザードが収録されています。

このインストールの最終段階で，Network Virtualizationをオプションでインストールできま

す。
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WindowsシステムにLRPをインストールするには，以下の手順で行います。

1. 前提条件

l ご使用のシステムがハードウェアおよびソフトウェアの要件を満たしていることを確認しま

す。詳細については，「システム要件」(8ページ)を参照してください。

l 次のセクションの情報を確認します。「インストール前の作業」(9ページ)
l インストールは目的のマシンで実行されなければなりません。LRPでは，ターミナル・

サービス経由でのインストールはサポートされません。

2. セットアップを実行する

l ウィザード・インストール:セットアップ・ウィザードを使用してインストールを実行するに

は，「セットアップ・ウィザードの使用による LRPコンポーネントのインストール」(14ペー

ジ)を参照してください。

l サイレント・インストール:サイレント・インストールの実行方法の詳細については，「LRP
コンポーネントのサイレント・インストール」(17ページ)を参照してください。

セットアップを実行した後，必要に応じてパッチのインストールを実行します。

3. 言語パックをインストールする(オプション)

LRPのインストールが完了すると，ローカライズされたバージョンをインストールして，LRP，
Analysisスタンドアロン，およびVuGenのユーザ・インタフェースをユーザの言語で表示

できるようになります。詳細については，「LoadRunner言語パックのインストール」(25
ページ)を参照してください。
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4. インストール後の設定の完了

LRPは，ユーザが手動でログインしなくても Load Generatorマシンで仮想ユーザを実行

するように設定できます。詳細については，「ユーザ・ログインの設定」(26ページ)を参照

してください。

LRPのアップグレード
LRPは，任意のLoadRunnerまたは LRPインストール(バージョン 12.5x以降)にインストー

ル可能なフル・インストールです。

セットアップ・ウィザードを使用してWindowsインストールのすべてのコンポーネントをアップグ

レードするには，「セットアップ・ウィザードの使用による LRPコンポーネントのインストール」(14
ページ)で説明されているインストール手順に従います。インストール・プロセスで旧バージョン

が検出されると，アップグレードするかどうかを選択できます。

サイレント・アップグレードについては，「LRPコンポーネントのサイレント・インストール」(17ペー

ジ)を参照してください。

セットアップ・ウィザードの使用による LRP コンポー
ネントのインストール
このセクションでは，セットアップ・ウィザードを使用して，LRPのフル・バージョン，スタンドアロ

ン・コンポーネント，または追加コンポーネント をインストールする方法について説明します。

インストールの実行

Windowsのインストール手順を次に示します。

LRPまたは追加コンポーネントをインストールするには，次の手順で行いま

す。

1. マシンでWindows Updateプロセスが実行されていないことを確認します。

2. インストール・パッケージのルート・フォルダにある setup.exeを実行します。

LRPインストール・プログラムが起動し，インストール・オプションが表示されます。
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3. 必要なインストール・オプションを選択します。利用可能な各コンポーネントの詳細につい

ては，「LRPコンポーネント」(6ページ)を参照してください。

負荷テスト・シナリオを実行するマシンの場合は，［LoadRunner Professional フル
セットアップ］を選択します。フル・セットアップには，次のコンポーネントが含まれています。

l VuGen
l Controller
l Analysis
l OneLG Load Generator
l Network Virtualization(任意)

注 : LoadRunner Professionalセットアップ・ウィザードでは，LRPまたは

LoadRunner Enterprise( LRE)のいずれかのインストールが可能です。必ず

LoadRunner Professionalを選択してください。

4. LRPをインストールする前に，Windowsに特定のソフトウェアをインストールする必要が

あります(サポート・マトリックスを参照)。必須ソフトウェアがまだコンピュータにインストール

されていない場合は，必須プログラムの一覧を表示するダイアログ・ボックスが開きます。

LRPのインストールを続行する前に一覧のソフトウェアをインストールするには，［OK］をク

リックします。［キャンセル］をクリックすると，必須のソフトウェアがない状態では

LoadRunner Professionalをインストールできないため，LRPセットアップ・ウィザードは

終了します。

必須ソフトウェアをインストールした後，LRPがマシンを再起動する場合があります。その

場合は，setup.exeを再実行します。

5. インストールを実行します。

セットアップ・ウィザードが開き，ようこそページが表示されます。ウィザードの指示に従いイ

ンストールを完了します。

特定のコンポーネントのインストール中に，LoadRunnerエージェントで使用するCAおよ

びTLS( SSL)証明書をインストールするオプションがあります。これらの証明書の詳細と

要件については，「LRPでのTLS( SSL)証明書の使用」(8ページ)を参照してください。

注 :
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l 標準設定のインストール・パスは次のとおりです。C:\Program Files
(x86)\OpenText\LoadRunner

l インストール・パスには英語以外の文字を含めることはできません。

6. インストールが完了したら，Network Virtualization( NV)のインストールを選択できま

す。

セットアップ・ウィザードで，次のいずれかを選択します。

l 標準モード :自動インストールを行う場合。

l カスタム・モード :インストール・フォルダ，データ・フォルダ，およびポートを変更する場

合。

詳細については，Network Virtualization for LoadRunnerヘルプのインストールの項を

参照してください。

7. インストールしたバージョンに利用可能なパッチがある場合 :

a. インストール・パッケージのパッチ・インストール・ファイルを実行します。

b. 画面の指示に従います。

注 :
l インストールを変更，修復，または削除(アンインストール)するには，LoadRunner
Professionalインストール・パッケージのルート・ディレクトリにある setup.exeファイ

ルを実行します。［LoadRunner Professional フルセットアップ］を選択し，［設

定］ダイアログで関連する操作を選択します。

l DLLやOCXファイルなど，セットアップ中に登録したコンポーネントのリストについて

は，インストールのbuild_infoフォルダ内のRegisteredComponents_
OpenText LoadRunner CE 24.1.txtファイルを参照してください。

セットアップ・ウィザードに関する情報

セットアップ・ウィザードを使用して LRPコンポーネントを正しくインストールできるように，次の

内容を確認してください。各コンポーネントの詳細については，LoadRunner Professionalヘ
ルプセンターを参照してください。
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LoadRunner エー
ジェント

［インストール後に LoadRunner エージェントを開始する］オプション
を選択して，インストール直後にLoad Generatorで LoadRunner
エージェントを開始します。

これにより，エージェントで Load Generator とController との間の
通信が可能になります。

エージェント・モード OneLG Load Generator，MI Listener，Monitor Over Firewallの
いずれかのコンポーネントのインストール中に，インストールする
LoadRunnerエージェント のモードを選択するように求められます。

l LoadRunner Professionalモード :エージェントは通常のプロセ
スとして実行され，プロセスを起動するにはログインが必要となりま
す。

Business Process Monitor( BPM)で使用するためにLoad
Generatorをインストールする場合は，このモードを選択します。

l LoadRunner Enterpriseモード :エージェントはサービスとして実
行され，オペレーティング・システムの起動時に自動的に起動され
ます。

l LoadRunner Cloudモード :このモードはOneLGインストールの
場合にのみ適用されます。LoadRunner Cloudで Load
Generatorを使用する場合に選択します。

エージェントの設定は，インストール後に必要に応じて変更できま
す。

Silk Performer
エージェント

Silk Performerスクリプトの実行に使用する Load Generatorに
Silk Performerエージェントをインストールするには，［インストール後
にSilk Performerエージェントをインストールする］オプションを選択
します。

LRP コンポーネントのサイレント・インストール
サイレント・インストールは，ユーザとのやり取りを必要とせずに実行されるインストールです。コ

マンド・ラインを使用してセットアップ・ファイルを実行します。詳細については，「インストールの

コマンド・ライン・オプション」(20ページ)を参照してください。

注 :
l インストールのプロパティを定義するには，標準 MSIコマンド・ライン・オプションを使

います。たとえば，別のインストール・フォルダを指定するには，INSTALLDIRを使い

ます。
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l Load Generatorのインストール直後にLoadRunnerエージェントを開始しないよう

にするには，コマンド・ラインにSTART_LGA=0コマンドを追加します。これにより，エー

ジェントで Load Generator とController との間の通信が可能になります。

LoadRunnerエージェントの詳細については，LoadRunner Professionalヘルプセ

ンターを参照してください。

LRPのサイレント・インストールを行うには，次の手順を実行します。

1. コマンド・ラインから次のいずれかのコマンドを実行します。

l 単一のコマンドで，必須ソフトウェアを含むLRPコンポーネントをすべてインストールす

るには，次の手順を実行します。

<Installation_package>\lrunner\<your_language_
folder>\setup.exe /s

l 最初にすべての必須ソフトウェアをインストールしてから LRPをインストールするには，

次のコマンドを実行します。

<Installation_package>\lrunner\<language_folder>\setup.exe
/InstallOnlyPrerequisite /s

msiexec.exe /qn /i "<Installation_
package>\lrunner\MSI\LoadRunner_x64.msi"

l 標準設定では，LRPのインストール中にNetwork Virtualizationがインストールされ

ます。このインストールを容易にするため，インストール・コマンドに次のオプションを追加

します。

REBOOT_IF_NEED=1

l インストール・プログラムで Network Virtualizationがインストールされないようにする

には，インストール・コマンドに次のオプションを追加します。

NVINSTALL=N

l OneLGインストールの一部としてGatlingまたは JMeterをインストールするには，イ

ンストール・コマンドに次のオプションを追加します。

Gatling:
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INSTALL_GATLING=1

JMeter:

INSTALL_JMETER=1

l LoadRunner製品，OneLG，MiListener，またはMoFWのTLS証明書や双方向

TLSで環境を保護するには，インストール・コマンドに次の該当するオプションを追加し

ます。

CACERT = ＜*.cer 形式のルート証明書のパス＞

CERT = ＜*.cer 形式のサーバ証明書のパス＞

CACERT_PK = ＜CA 証明書の秘密鍵＞

CACERT_PK_PWD = ＜CA 証明書の暗号化された秘密鍵のパスワード＞

CERT_PK = ＜TLS 証明書の秘密鍵＞

CERT_PK_PWD = ＜TLS 証明書の暗号化された秘密鍵のパスワード＞

TWO_WAY_SSL = High | Medium

例 :次のコマンドは，MI Listenerのサイレント・インストールを実行します。

SetupMIListener.exe /s /a /s INSTALLDIR="C:\Program Files
(x86)\OpenText\MI Listener" IS_RUNAS_SERVICE=0 START_LGA=1
NVINSTALL=N CACERT=c:\temp\root.cer CERT=server.cer TWO_WAY_
SSL=Medium

証明書の要件については，「LRPでのTLS( SSL)証明書の使用」(8ページ)を参照し

てください。

l LRPスタンドアロン・アプリケーション( VuGenまたはOneLG以外)をインストールする

には，次のコマンドを実行します。

<Installation_package>\Standalone
Applications\Setup<component_name>.exe /s /a /s

l VuGenをインストールするには，次のコマンドを実行します。
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<Installation_package>\Standalone Applications\SetupVuGen.exe
-s -sp"/s"

l 追加コンポーネントをインストールするには，次のコマンドを実行します。

<Installation_package>\Additional Components\<setup_file_path>
/s /a /s

ヒント :その他の例については，「例」(24ページ)を参照してください。

2. アップグレードをインストールする場合は，次のコマンドを実行します。

msiexec.exe /update <msp ファイルのフル・パス> [/qn] [/l*vx <ログ・ファイ

ルのフル・パス>]

mspファイルは，インストール・パッケージ内にあります。

詳細については，「LRPのアップグレード」(14ページ)を参照してください。

インストールのコマンド・ライン・オプション
Windowsのコマンド・ラインを使用して，LoadRunner Professionalのフル・パッケージ，スタ

ンドアロン・アプリケーション， および追加コンポーネントをインストールできます。CLIでは，ラッ

パー・ファイル( setup.exe)またはWebファイルのパッケージ( <PFTW>.exe)を使用します。

l LRPのフル・インストールは，setup.exeファイルを使用して起動できます。詳細について

は，「ラッパー・ファイルでのLoadRunner Professionalフル・パッケージのインストール」(20
ページ)を参照してください。

l スタンドアロン・アプリケーションおよび追加コンポーネントのインストールは，PFTWファイルを

介して起動できます。詳細については，「PFTWファイルでのスタンドアロン・アプリケーション

または追加コンポーネントのインストール」(23ページ)を参照してください。

ラッパー・ファイルでのLoadRunner Professional フル・
パッケージのインストール

LoadRunner Professionalインストール・パッケージの \lrunner\＜使用言語＞フォルダにあ

るインストール・ラッパー・ファイル(Setup.exe)で，LRPのフル・パッケージをインストールできま
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す。次のコマンド・ライン・オプションが利用できます。

オプション 説明

/s ユーザ操作なしにバックグラウンドで(サイレント )インストール
を実行します。

/qb ユーザ操作が制限された無人モードでインストールを実行し
ます。

/InstallOnlyPrerequisite 必須ソフトウェアのみをインストールします。LRPのコンポーネ
ントはインストールされません。

標準設定で，セットアップ・プログラムは LRPのコンポーネン
トをインストールする前に，マシンに必須ソフトウェアがインス
トールされていることを確認し，必要に応じて必須ソフトウェ
アをインストールします。

次の構文を使用して，コマンド・ライン・インストール用のパブリック・プロパティを設定できま

す。

setup.exe PROPERTY_NAME="value"

次のプロパティが利用できます。

プロパティ名 説明

INSTALLDIR="your_path" アプリケーションをインストールする場所を指定します。

REBOOT_IF_NEED 1:必要に応じて，インストール後にマシンを再起動しま
す。NV(Network Virtualization)のインストールを含め
る場合は，このオプションを指定することをお勧めします。

0:インストール後にマシンを再起動しません。

標準設定 :0

NVINSTALL 空の文字列 : NVコンポーネントのインストールを含めま
せん。

Y:NVコンポーネントのインストールを含めます。

標準設定 :Y
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プロパティ名 説明

INSTALL_NV_MODE 1: NVインストール・モードを標準に設定します。

2: NVインストール・モードをカスタムに設定します。

標準設定 :標準

INSTALL_DIR="your_path" インストールのパスを指定します。

START_LGA 空の文字列 :インストール後にLoad Generatorを起動
しないようにマシンに指示します。

1:インストール後にLoad Generatorを起動するようにマ
シンに指示します。

標準設定 :1

IS_RUNAS_SERVICE 0: LoadRunner Professionalモード。Load Generator
のエージェントをプロセスとして実行します。

1: LoadRunner Enterpriseモード。Load Generatorの
エージェントをサービスとして実行します。

2: ( OneLGにのみ関連) LoadRunner Cloudモード。
Load Generatorのエージェントをサービスとして実行し，
インストールの最後にLRCエージェントの設定の起動を
トリガします。

標準設定 :1

INSTALL_SILK_
PERFORMER_AGENT

1: Load GeneratorにSilk Performerエージェントをイ
ンストールします( Silk Performerスクリプトの実行に使
用)。

INSTALL_GATLING 0:Load GeneratorにGatlingをインストールしません。

1:Load GeneratorにGatlingをインストールします。

標準設定 :0

INSTALL_JMETER 0:Load GeneratorにJMeterをインストールしません。

1:Load GeneratorにJMeterをインストールします。

標準設定 :0
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プロパティ名 説明

SKIP_CHECK_PRIVILEGE 0:インストール・プロセスで，インストール・パスへのアクセ
ス権限があるかどうかがチェックされます。

1:インストール・プロセスで，インストール・パスのアクセス
権限のチェックがスキップされます。

標準設定 :0

IMPROVEMENTPROGRAM 0: LoadRunner改善プログラムを無効にします。

1: LoadRunner改善プログラムを有効にします。

標準設定 :1

例 :
次のコマンドは，サイレント・インストールを実行した後に，必要に応じてマシンを再起動しま

す。

DVD\lrunner\en\setup.exe /s REBOOT_IF_NEED="1"

PFTW ファイルでのスタンドアロン・アプリケーションまたは
追加コンポーネントのインストール

LRPスタンドアロン・アプリケーションまたはいずれかの追加コンポーネントを，LoadRunner
Professionalインストール・メディアに含まれるWeb用パッケージ( PFTW)ファイルを介してイ

ンストールできます。インストール・ファイルは，インストール・メディアのStandalone
ApplicationsまたはAdditional Componentsフォルダ内にあります。

パッケージ・ファイルをダブルクリックするか，コマンド・ラインから次のオプションを指定して実行し

ます。

オプション 説明

/s ユーザ操作なしにバックグラウンドで(サイレント )インストールを実行
します。

/e インストール・ファイルの展開のみを行います。インストール・ファイルの
実行は行われません。

インストール・ガイド

WindowsへのLRPコンポーネントのインストール

LoadRunner Professional (24.1) 23 / 66ページ



オプション 説明

/f ファイルを展開するための一時フォルダのパスを指定します。

例 : /f "c:\my_temp_folder"

このオプションを省略した場合，標準設定の一時フォルダが使用さ
れます。

/a パラメータやプロパティを，setup.exeなどの自動実行ファイルに渡す
ことができます。

Setup.exeファイルに対して，上記(ラッパー・ファイル・セクション)の
プロパティを使用します。

注 : VuGen とOneLGのサイレント・インストール:
l SetupVuGen.exe とSetupOneLG.exeは，使用するインストール・コマンドが異

なります(下の例を参照)。
l コマンド・ライン・パラメータに引用符文字を挿入する必要がある場合は，2つの連

続した引用符を使用します。

例

次のコマンドにより，セットアップがサイレントで実行され，指定したフォルダにアプリケーションが

インストールされます。必要に応じて，インストール後にエージェントも起動されます。

l SetupVuGen.exe とSetupOneLG.exeの例 :

SetupOneLG.exe -s -sp"/s INSTALLDIR=""C:\Program Files
(x86)\OpenText\LoadRunner OneLG"" IS_RUNAS_SERVICE=0 START_LGA=1
NVINSTALL=N"

SetupVuGen.exe -s -sp"/s INSTALLDIR=C:\VuGen"

l 他のスタンドアロン・アプリケーションの例 :

SetupAnalysis.exe /s /a /s INSTALLDIR="C:\Analysis"
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SetupMIListener.exe /s /a /s INSTALLDIR="C:\MiListener"

SetupMoFW.exe /s /a /s INSTALLDIR="C:\MoFW"

LoadRunner言語パックのインストール
言語パックを使用すると，LRPのユーザ・インタフェースをユーザの言語で表示できるようになり

ます。関連する LRPコンポーネント ( LoadRunner Professionalフル，VuGenスタンドアロ

ン，またはAnalysisスタンドアロン)の言語パックを，LoadRunner Professionalインストー

ル・パッケージからインストールします。

サポートされる言語のリストについては，サポート・マトリックスを参照してください。

言語パックは，英語以外のネイティブ・オペレーティング・システムでのみサポートされていま

す。

重要 :オペレーティング・システムのネイティブ言語は，インストールする言語パックと同じ

である必要があります。たとえば，スペイン語の言語パックは，スペイン語のネイティブ・

オペレーティング・システムが稼働するマシンにインストールする必要があります。

言語パックをインストールするには，次の手順を実行します。

1. LRPの英語版がインストールされていることを確認します。

2. LoadRunner Professionalインストール・パッケージのルート・フォルダにある setup.exe
を実行します。LRPインストール・プログラムが起動し，インストール・オプションが表示さ

れます。

3. ［言語パック］をクリックします。インストール・パッケージの［Language Packs］フォルダが

開きます。

4. インストールする言語およびコンポーネントのフォルダに移動し，インストール・ファイルを実

行します。たとえば，フランス語の言語パックを VuGenスタンドアロンのマシンにインストー

ルする場合，移動先のパスは ..\Language Packs\French\VugenSA\Vugen_
FRA.mspです。

画面の指示に従ってインストールを行います。
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ユーザ・ログインの設定
標準設定では，コンピュータで LRPを使って仮想ユーザを実行するために，まずそのコン

ピュータに手動でログオンする必要があります。ただし LRPは，マシンに手動でログオンしなく

ても，Load Generatorマシンで仮想ユーザを実行するように設定できます。

ユーザ・ログインの設定は，次の手順で行います。

1. Windowsの［スタート］メニューで［LoadRunner エージェント］を検索し，

［LoadRunner Agent Runtime Settings Configuration］を選択します。

［LoadRunnerエージェント の実行環境設定］ダイアログ・ボックスが開きます。

2. 次のオプションのいずれかを選択します。

l ［ユーザログインなしでこのマシン上で仮想ユーザの実行を許可する］: LRPは，Load
Generatorマシンからネットワークに自動的にログオンするため，仮想ユーザを手動によ

る操作なしで実行できます。ユーザのコンピュータが所属するネットワーク・ドメインと

ユーザ名およびパスワードを入力します。

注 :作成されると，(指定したユーザ・アカウントではなく) LocalSystemアカウン

トで LoadRunnerエージェント サービスが開始されます。スクリプトを実行して

mdrv.exeプロセスを開始する場合，指定された資格情報がAgentサービス

で使用されます。

自動ログオンを有効にするには，LRPをインストールした後に，最低 1回はシス

テムを手動で再起動してログインする必要があります。

l このマシンへの手動ログイン:ユーザは，仮想ユーザを実行するセッションごとに，Load
Generatorマシンからネットワークに手動でログオンする必要があります。

3. ［OK］をクリックします。
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Load Generatorのインストール
Load Generatorは，仮想ユーザ・スクリプトを実行して負荷を生成するマシンです。Load
Generatorを作成するには，ホスト・コンピュータにLoadRunnerのLoad Generatorをイン

ストールします。Load Generatorは，WindowsベースかLinuxベースのいずれかになりま

す。WindowsベースのLoadRunner Controllerを使用して，WindowsベースとLinux
ベースの両方の仮想ユーザを制御します。

UIベースのセットアップ・ウィザードを使用して Load Generatorをインストールすることも，サイ

レント・インストールを実行することも，Dockerコンテナを使用して Load Generatorをデプロ

イすることもできます。または，クラウド・アカウントで Load Generatorをプロビジョニングするこ

ともできます。詳細については，LoadRunner Professionalヘルプセンターで「クラウド上の

Load Generator」を参照してください。

本章の内容

• WindowsでのLoad Generatorのインストール 27
• WindowsでのDocker化された Load Generatorのデプロイ 28
• Linuxでのインストールのワークフロー 33
• セットアップ・ウィザードによる Linux上でのLoad Generatorのインストール 34
• LinuxでのLoad Generatorのサイレント・インストール 36
• LinuxでのDocker化された Load Generatorのデプロイ 37
• Linux環境の設定 43
• Load Generatorのパフォーマンスの改善 48
• LinuxマシンからのLoad Generatorのアンインストール 50
• Linux Load Generatorのインストールに関するトラブルシューティング 52

WindowsでのLoad Generatorのインストール
WindowsにLoad Generatorをインストールするには，他のLRPコンポーネントと同じインス

トール・プロセスを使用します。詳細については，「WindowsへのLRPコンポーネントのインス

トール」(12ページ)を参照してください。

Dockerコンテナを使用してWindowsにLoad Generatorをデプロイするには，「Windows
でのDocker化された Load Generatorのデプロイ」(28ページ)を参照してください。
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WindowsでのDocker化された Load
Generatorのデプロイ
本項では，Windowsプラットフォームで Docker化された Load Generatorを実行する方

法について説明します。Dockerは，コンテナを介してアプリケーションを開発，出荷，および

実行できるプラットフォームです。

Docker化された Load Generatorでサポートされているプロトコルについては，『Supported
Protocols』ガイドを参照してください。

注 : FTPは，Windows上のDockerのLoad Generatorでは完全にはサポートされ

ていません。パッシブ・モードのFTPはサポートされていますが，アクティブ・モードのFTP
はサポートされていません。

前提条件
l Dockerをその依存関係とともにターゲット・マシンにインストールし，必要に応じてターゲッ

ト・マシン環境を設定します。現在のところ，64ビット・バージョンのみがサポートされていま

す。インストールの詳細については，Dockerのオンライン・ドキュメントを参照してください。

l Docker Hubの「performancetesting」ページ

( https://hub.docker.com/u/performancetesting)からアクセスできる関連ページから，

Windows Load GeneratorのDockerイメージをダウンロードします。次のコマンドと適切

な ＜タグ・バージョン番号＞( 23.1など)を使用します。

docker pull performancetesting/opentext_onelg_windows:<tag version
number>

注 : OneLG Load Generator用のDockerイメージは，以前のWindowsスタンド

アロン Load GeneratorのDockerイメージを置き換えるものです。
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定義済みイメージを使用してDocker化された Load
Generatorを実行する

既製のイメージを使用して，Docker for Windowsで Load Generator( OneLG)を実行し

ます。Javaの場合や特定ユーザで実行する場合などで，コンテナのカスタマイズが必要な場

合は，「カスタム・イメージを使用してDocker化された Load Generatorを実行する」(29
ページ)を参照してください。

Docker化された Load Generatorを実行するには，次の手順を実行しま

す。

次のコマンドを使用して，Load Generatorコンテナを実行します。

docker run -id -p <host_port>:54345 performancetesting/opentext_
onelg_windows:<tag version number>

注 : マシン上で <host_port>が使用可能で，受信要求が許可されていることを確認

します。このLoad Generatorに接続する場合は，Controller側でこのポートを指定

します。

カスタム・イメージを使用してDocker化された Load
Generatorを実行する

お使いの環境でカスタマイズした設定を使用してコンテナを実行する必要がある場合は，

Dockerfileを作成してDocker for Windows用のカスタム・イメージをビルドできます。

カスタム・イメージの例 :

l 仮想ユーザを実行するプロセスに特定のユーザ・アカウントを使用し，スクリプト・パラメー

タ・ファイルなどのネットワーク・リソースへのアクセス・サポートを提供する。実行後にコンテナ

でユーザを検証できる必要があります。

l Windows Load Generatorのコンテナで Javaプロトコルを実行する。

l プロキシ・サーバ・ホストとポートの環境変数を定義する。
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カスタム・イメージを使用してDocker化された Load Generatorを実行す

るには，次の手順を実行します。

1. 新しいフォルダを作成し，その中にdockerfile という名前のファイルを作成します。この

ファイルに次のFROM行を貼り付け，<tag version number>で LoadRunner
Professionalの該当するバージョンを指定し，関連するカスタマイズ行を追加します。

FROM performancetesting/opentext_onelg_windows:<tag version
number>
<Customization lines>

カスタマイズの例については，「Dockerfileの内容のカスタマイズ例」(31ページ)を参照し

てください。

ヒント : Dockerファイルで使用できるコマンドについては，Dockerのオンライン・ド

キュメントを参照してください。

2. Dockerfileを保存します。

3. dockerfileフォルダ・パスでコマンド・ラインを開き，使用するカスタム・イメージの名前を

指定して，次のコマンドを実行します。

docker build -t <custom image name> .

4. 次のコマンドを実行して，使用する Load Generatorごとにコンテナを 1つずつ作成しま

す(または，いずれかのDockerオーケストレータ・ツールを使用してコンテナを実行しま

す)。

docker run -id -p <host_port>:54345 <custom image name>

ステップ3でタグを指定してカスタム・イメージをビルドしている場合は，コマンド内でタグを

指定します。

docker run -id -p <host_port>:54345 <custom image name>:<tag
version number>

注 : マシン上で <host_port>が使用可能で，受信要求が許可されていることを
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確認します。このLoad Generatorに接続する場合は，Controller側でこのポー

トを指定します。

Dockerfileの内容のカスタマイズ例

指定したユーザ・アカウントで仮想ユーザを実行する例

以下に示すのは，共有の場所へのネットワーク・アクセスを持つ指定したユーザ・アカウントで

仮想ユーザを実行するためのDockerfileの例です。<>で囲まれた値を，共有リソースへの

ネットワーク・アクセスを持つ，お使いの環境の有効なユーザ・アカウントの資格情報に置き換

えます。

例:
#escape=`
FROM performancetesting/opentext_onelg_windows:<tag version
number>
RUN c:\LG\launch_service\bin\magentservice.exe -remove
RUN c:\LG\launch_service\bin\magentservice -install
<domain>\<user name> <password>

Java/JMeter/Gatlingプロトコルの実行に関する例

次に示すのは，Java，JMeter，またはGatlingプロトコルを実行するためのdockerfileの内

容の例です。

例:
#escape=`
FROM performancetesting/opentext_onelg_windows:<tag version
number>
COPY .\<folder contains JDK> <target path in the container>

l COPY行の<target path in the container>で定義するターゲット JDKディレクトリへ

のパスは，Java VMの実行環境設定ページにも追加する必要があります。
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l Java 64 ビット・プロトコルのテストの場合は，マシンのPATH環境変数にJDK 64ビット

binフォルダへのパスを追加するため，Dockerfileに次のコマンド・ラインを追加します。

RUN powershell [Environment]::SetEnvironmentVariable(\"Path\",
$env:Path + \";<target JDK path in the container>\bin\",
[EnvironmentVariableTarget]::Machine)

l JMeter/Gatling プロトコルのテストの場合は，マシンのJAVA_HOME環境変数に

JDK/JREのパスを追加するため，dockerfileに次のコマンド・ラインを追加します。

RUN powershell [Environment]::SetEnvironmentVariable(\"JAVA_
HOME\", \"<target JDK/JRE path in the container>\",
[EnvironmentVariableTarget]::Machine)

Load Generator コンテナの実行後

Load Generatorコンテナをシナリオに追加します。詳細については，LoadRunner
Professionalヘルプセンターの「Docker化された Load Generatorの設定」を参照してくだ

さい。
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ヒントとガイドライン
l ファイアウォール越しに実行する場合，定義済みイメージを使用して実行されるDocker
化された Load Generatorはサポートされません。

l docker psを使用して，実行中のコンテナをリストします。

l Load Generatorサービスを停止するには，次の手順を実行します。

l 同じ Load Generatorを再利用する場合は，docker stop <Load Generator コン

テナ名または ID>を使用します。

l Load Generatorコンテナを削除する場合は，docker rm -f <Load Generator コ

ンテナ名または ID>を使用します。

l ホスト・ネットワークに直接アクセスするには，-p <host_port>:54345の代わりに--

net=hostを使用します。AUTによって大量のネットワーク・アクティビティが生成される場

合は，このフラグを使用することをお勧めします。

Linuxでのインストールのワークフロー
次の図は，標準のインストール・プログラムを使用して，Load Generatorを Linuxプラット

フォームにインストールする主要な手順を示しています。

Dockerコンテナを使用して LinuxにLoad Generatorをデプロイする方法の詳細について

は，「LinuxでのDocker化された Load Generatorのデプロイ」(37ページ)を参照してくださ

い。
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1. 前提条件

l システムが「システム要件と前提条件」(8ページ)に記載されている要件を満たしてい

ることを確認します。

l RHEL 8オペレーティング・システムを使用する場合 :標準設定のRHEL 8.0には

libnsl.so.1がインストールされていないため，Load Generatorのインストール前に手

動でインストールする必要があります。これを行わないと，インストールは失敗します。

インストールにはパッケージ・マネージャを使用します:yum install libnsl.i686

l LinuxマシンでODBC プロトコル・スクリプトを再生する場合は，unixODBC v.2.3.1
以降をインストールします。

l このバージョンのLoad Generatorは，バージョン 12.56以降の任意のLoad
Generatorインストールにインストールできます。Load Generatorバージョン 12.55
以前がインストールされている場合は，最初にそれをアンインストールする必要があり

ます。詳細については，「Load Generator 12.55以前のアンインストール」(51ページ)
を参照してください。

2. セットアップを実行する

l ウィザード・インストール:セットアップ・ウィザードを使用してインストールを実行するに

は，「セットアップ・ウィザードによる Linux上でのLoad Generatorのインストール」(34
ページ)を参照してください。

l サイレント・インストール:サイレント・インストールの実行方法の詳細については，

「LinuxでのLoad Generatorのサイレント・インストール」(36ページ)を参照してくださ

い。

3. 環境を設定する

インストール後，Load Generatorを使用する前に，環境を設定する必要があります。こ

れには，該当する環境変数の設定，Load Generatorへのアクセスの確認，インストー

ルの検証が伴います。「Linux環境の設定」(43ページ)を参照してください。

セットアップ・ウィザードによる Linux上でのLoad
Generatorのインストール
本項では，セットアップ・ウィザードを使用して，LinuxプラットフォームにLoad Generatorをイ

ンストールする方法について説明します。
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セットアップ・ウィザードを使用して Load Generator をインストールするには，次の手順を実

行します。

1. スーパー・ユーザに切り替えます。

2. Load Generatorバージョン 12.55以前がマシンにインストールされている場合は，手動

でアンインストールする必要があります。このLoad Generatorをアンインストールしない

と，インストール中にエラーが発生します。詳細については，「Load Generator 12.55以

前のアンインストール」(51ページ)を参照してください。

Load Generator 12.56以降がインストールされている場合は，インストール・プロセスで

セットアップ・ウィザードによってアンインストールされた後に再インストールされます。

3. Load Generatorインストール・パッケージを解凍し，.binファイルの場所を開きます。

4. セットアップ・ウィザードを起動します。

対象 :
次のように入力しま

す。

[shおよび bashシェル] source
./installer.sh

[cshおよび tcshシェル] source
./installer.csh

sourceコマンドが現在のシェルでサポートされていない場合，
「ドット」コマンドを使用します。

例 :
.
./installer.csh

注 :セットアップ・ウィザードを実行する場合は，上記のようにsourceコマンドを使

用することをお勧めします。このコマンドを使用せずにセットアップ・ウィザードを実行

する場合は，現在のシェル・セッションの環境変数を手動で設定する必要がありま

す。詳細については，「環境変数の設定」(43ページ)を参照してください。

Load Generatorセットアップ・ウィザードでは，必須のソフトウェアがコンピュータにインス

トールされているかどうかが確認されます。見つからない必須ソフトウェアがある場合，メッ

セージが表示され，セットアップ・ウィザードが終了します。必要なパッケージをインストー

ルします。その後，セットアップ・ウィザードを再度実行します。

5. 画面の指示に従って Load Generatorをインストールします。
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Load Generatorのインストール中に，CAおよびTLS( SSL)証明書をインストールする

オプションがあります。これらの証明書の詳細と要件については，「LRPでのTLS( SSL)
証明書の使用」(8ページ)を参照してください。

インストール中の詳細なヘルプについては，「Linux Load Generatorのインストールに関

するトラブルシューティング」(52ページ)を参照してください。

注 :標準設定のインストール・パスは次のとおりです。/opt/OT/OT_
LoadGenerator/_OT_LoadGenerator_Installation

6. スーパー・ユーザを終了するか，別のユーザに切り替えます。

7. 「Linux環境の設定」(43ページ)に示すように環境を設定します。

LinuxでのLoad Generatorのサイレント・インス
トール
本項では，Linuxマシンで Load Generatorのサイレント・インストールを行う方法について説

明します。

Load Generatorのサイレント・インストールを行うには，次の手順で行います。

1. スーパー・ユーザに切り替えます。

2. Load Generatorがマシンにインストールされている場合は，最初にLoad Generatorを
アンインストールする必要があります。最初にLoad Generatorをアンインストールしてお

かないと，サイレント・インストールは失敗します。Load Generatorのアンインストールに

ついては，「LinuxマシンからのLoad Generatorのアンインストール」(50ページ)を参照

してください。

3. ディレクトリを /<path_to_installer_dvd>/load_generator_linux_x64/に変更

します。

4. 次のコマンドを実行して，Load Generatorをサイレント・インストールします。以下の表に

示すように，インストール・オプションを追加できます。

source ./installer.sh -i silent
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インストール・オプション 指定可能な値 詳細

–DSTART_
PRODUCT_AFTER_
INSTALL

Yes，No インストールの終了時にLoad
Generatorを起動します。標準設定
値 :Yes

-DINSTALL_
GATLING

Yes，No Load GeneratorにGatlingをインス
トールします。標準設定値 : No

-DINSTALL_JMETER Yes，No Load GeneratorにJMeterをインス
トールします。標準設定値 : No

例 :次のコマンドは， JMeterを使用する Load Generatorのサイレント・インス

トールを実行します。Load Generatorはインストールの終了時に起動しません。

source ./installer.sh -i silent -DINSTALL_JMETER=Yes -DSTART_
PRODUCT_AFTER_INSTALL=No

注 :サイレント・インストールを実行する場合は，上記のようにsourceコマンドを

使用することをお勧めします。sourceコマンドを使用せずにインストールを実行す

る場合は，Load Generatorのインストール後に環境変数を設定する必要があり

ます。詳細については，「環境変数の設定」(43ページ)を参照してください。

sourceコマンドが現在のシェルでサポートされていない場合，「ドット」コマンドを

使用します。例 ::./installer.sh - i silent

インストール中にエラーが発生した場合は，「Linux Load Generatorのインストー

ルに関するトラブルシューティング」(52ページ)を参照してください。

LinuxでのDocker化された Load Generatorの
デプロイ
本項では，Linuxディストリビューションで Docker化された Load Generatorを実行する方

法について説明します。

Docker化された Load Generatorでサポートされているプロトコルについては，『Supported
Protocols』ガイドを参照してください。
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前提条件

注 : OneLG Load Generator用のUbuntuイメージは，以前のUbuntu Load
GeneratorのDockerイメージを置き換えるものです。

OneLGの詳細については，LoadRunner Professionalヘルプセンターの「Load
Generator」を参照してください。

l Dockerをその依存関係とともにターゲット・マシンにインストールし，必要に応じてターゲッ

ト・マシン環境を設定します。現在のところ，64ビット・バージョンのみがサポートされていま

す。インストールの詳細については，Dockerのオンライン・ドキュメントを参照してください。

l 定義済みのLoad Generator Dockerイメージを取得します。Linuxには，Ubuntu用と

RHEL用の2つのイメージが用意されています。

Docker Hubの「performancetesting」ページ

( https://hub.docker.com/u/performancetesting)からアクセスできる関連ページから，

イメージをダウンロードします。

次のいずれかのコマンドと，適切な ＜タグ・バージョン番号＞( 24.1など)を使用します。

Ubuntu

docker pull performancetesting/opentext_onelg_ubuntu:<tag version
number>

RHEL

podman pull performancetesting/opentext_onelg_rhel:<tag version
number>

定義済みイメージを使用してDocker化された Load
Generatorを実行する

既製のイメージを使用して，Docker for Linuxで Load Generatorを実行します。プロキシ・

サーバなどでコンテナのカスタマイズが必要な場合は，「カスタム・イメージを使用してDocker
化された Load Generatorを実行する」(40ページ)を参照してください。

LoadRunner Professional用のUbuntu OneLGイメージを使用するには，実行コマンドに

適切な環境変数を含める必要があります:ONELG_FLAVOR=1
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さらに，必要に応じて次の環境変数を使用し，Load Generatorで JMeter とGatlingを有

効にすることができます。

l ENABLE_JMETER

l ENABLE_GATLING

Docker化された Load Generatorを実行するには，次の手順を実行しま

す。

UbuntuまたはRHELの適切なコマンドを使用して，Load Generatorコンテナを実行します

( Gatlingまたは JMeterを有効にするには，太字の変数を含めます)。

Linuxマシン上で <host_port>が使用可能で，要求の受信が許可されていることを確認し

ます。このLoad Generatorに接続する場合は，Controller側でこのポートを指定します。

l Ubuntu:

docker run -id -p <host_port>:54345 -e "ONELG_FLAVOR=1" -e
"ENABLE_GATLING=1" -e "ENABLE_JMETER=1" --net=host
performancetesting/opentext_onelg_ubuntu:<tag version number>

l RHEL:

podman run -id -p <host_port>:54345 -e "ENABLE_GATLING=1" -e
"ENABLE_JMETER=1" performancetesting/opentext_onelg_rhel:<tag
version number>

SSH を使用する例

SSHを使用して複数のLoad Generatorコンテナを実行する簡単な C#コードの例を次に

示します。Kubernetes，OpenShift，Docker Swarmなどのコンテナ・オーケストレータ・ツー

ルでは，これと同じことが行われます。

using (var client = new SshClient(dockerHost, dockerHostUserName,
dockerHostPasswd))
{
client.Connect();
for (int i =0; i > numOfContainers; i++)
{
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string command = "docker run -id -p " + lgInitialPort + i) +
":54345 -e "ONELG_FLAVOR=1" --net=host performancetesting/opentext_
onelg_ubuntu:<tag version number>";

var terminal = client.RunCommand(command);
if (terminal.ExistStatus != 0)
{
throw new Exception("Failed to create new Docker container");
}
Console.WriteLine("Docker LG with external port" +

lgInitialPort + i + "created.");
}
client.Disconnect();

}

カスタム・イメージを使用してDocker化された Load
Generatorを実行する

お使いの環境のプロキシ・サーバなどでカスタマイズした設定を使用してコンテナを実行する

必要がある場合は，以下の手順に従ってDockerfileを作成し，カスタム・イメージをビルドで

きます。

または，次のようにすることもできます。コンテナを起動します。コンテナが稼働したら，Load
Generatorの環境変数を設定し，コンテナ内で Load Generatorを手動で起動します。

カスタム・イメージを使用してDocker化された Load Generatorを実行す

るためのDockerfileを作成するには，次の手順を実行します。

1. 新しいフォルダを作成し，その中にdockerfile という名前のファイルを作成します。この

ファイルにFROM行を貼り付け，必要なカスタマイズ行を追加します。<tag version
number>には LoadRunner Professionalの該当するバージョンを指定します。

たとえば，Ubuntuの場合は次のようになります。

FROM performancetesting/opentext_onelg_ubuntu:<tag version
number>
ENV http_proxy http://my_proxy_name:port

インストール・ガイド

Load Generatorのインストール

LoadRunner Professional (24.1) 40 / 66ページ



注 :上記のカスタマイズ例はプロキシの場合です。この例では，ターゲット・イメージ

のプロキシ・サーバ・ホストとポートに対する環境変数を定義しています。

2. dockerfileを保存します。

3. dockerfileフォルダ・パスでコマンド・ラインを開き，使用するカスタム・イメージの名前を

指定して，次のコマンドを実行します。

Linux-Ubuntu:

docker build -t <custom image name> .

RHEL:

podman build -t <custom image name> .

4. 次のコマンドを実行して，使用する Load Generatorごとにコンテナを 1つずつ作成しま

す。

Ubuntu:

docker run -id -p <host_port>:54345 -e "ONELG_FLAVOR=1" --
net=host <custom image name>

RHEL:

podman run -id -p <host_port>:54345 <custom image name>

ステップ3でタグを指定してカスタム・イメージをビルドしている場合は，次のようにコマンド

内でタグを指定します。

docker run -id -p <host_port>:54345 -e "ONELG_FLAVOR=1" --
net=host <custom image name>:<tag version number>

注 : Linuxマシン上で <host_port>が使用可能で，要求の受信が許可されてい

ることを確認します。このLoad Generatorに接続する場合は，Controller側で

このポートを指定します。
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Load Generator コンテナの実行後

Load Generatorコンテナをシナリオに追加します。詳細については，LoadRunner
Professionalヘルプセンターの「Docker化された Load Generatorの設定」を参照してくだ

さい。

ヒントとガイドライン
l ファイアウォール越しに実行する場合，定義済みイメージを使用して実行されるDocker
化された Load Generatorはサポートされません。(上級ユーザ向けの回避策 : MI
Listenerをサポートする独自のDockerイメージを作成できます。)

l docker psを使用して，実行中のコンテナをリストします。

l Load Generatorサービスを停止するには，次の手順を実行します。

l 同じ Load Generatorを再利用する場合は，docker stop <Load Generator コン

テナ名または ID>を使用します。

l Load Generatorコンテナを削除する場合は，docker rm -f <Load Generator コ

ンテナ名または ID>を使用します。

l Dockerfileコンテナには，ENTRYPOINTセクションがあります。コンテナは，最初

ENTRYPOINTでコマンドを実行します。これは環境を設定してから，Load Generatorを
起動します。このコマンドは，Whileループを使用して入力を待機し，コンテナが終了しな

いようにします。この動作によって，コンテナの実行中，コンテナにアクセスできなくなります。

コンテナの起動中，必ず -iを追加してください。そうしない場合，Whileループによって

CPUが過剰に消費されます。

l コンテナに入る必要がある場合は，コンテナの起動時に--entrypoint=/bin/bashなど

の引数を追加します。コンテナに入ったら，Load Generator環境を設定して，Load
Generatorを起動します。その後，コンテナをバックグラウンドで実行しながら，CTRL+p と

CTRL+qを使用してホストに切り替えることができます。コンテナに再度アクセスするには，

docker attach container_idコマンドを使用します。

l ホスト・ネットワークに直接アクセスするには，-p <host_port>:54345の代わりに--

net=hostを使用します。AUTによって大量のネットワーク・アクティビティが生成される場

合は，このフラグを使用することをお勧めします。
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Linux環境の設定
本項では，インストールした Load Generatorを使用する前に完了する必要のある設定手

順について説明します。

Load Generatorのインストール後にセットアップ・プロセスを完了するには，次の手順で行

います。

1. 適切な環境変数を設定する。

「環境変数の設定」(43ページ)を参照してください。

注 : sourceコマンドを使用して Load Generatorをインストールした場合，セット

アップ・ウィザードによって適切な環境変数が自動的に設定されるため，この手順

を実行する必要はありません。

2. Load Generatorのインストールを検証する。

「Linuxインストールの検証」(44ページ)を参照してください。

3. Load Generatorを開始する。

.cd /opt/OT/OT_LoadGenerator/;source env.csh;cd bin;./m_daemon_
setup -install

4. ControllerがLoad Generatorにアクセスできるかどうかを確認する。

詳細については，「Controllerの接続の確認」(46ページ)を参照してください。

環境変数の設定

注 :本項目の説明は，source(または「dot」)コマンドを使用せずにLoad
Generatorセットアップ・ウィザードを実行した場合のみに適用されます。これらのコマ

ンドを使用した場合，以下の手順を実行する必要はありません。

Load Generatorを実行できるようにするには，次の環境変数を定義する必要があります。

l M_LROOT: Linux Load Generatorのルート・フォルダの場所。

l PATH:Linux Load Generatorのbinディレクトリの場所。

l PRODUCT_DIR: Linux Load Generatorのルート・フォルダの場所。
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Load Generatorセットアップ・ウィザードは，これらの環境変数に関連する次のタスクを実行

します。

l 環境変数の定義をシステム全体の起動スクリプトに追加します。

セットアップ中に変数の定義が正しく設定されなかった場合は，可能な解決策について

「Linux Load Generatorのインストールに関するトラブルシューティング」(52ページ)を参照

してください。

l sourceコマンドを使用してセットアップ・ウィザードが実行されている場合，現在のシェル・

セッションに対して環境変数を設定します。

本項目では，sourceコマンドを使用せずにセットアップ・ウィザードを実行した場合の現在

のシェル・セッションに対する環境変数の設定方法について説明します。

環境変数が設定されているかどうかを判別するには，verify_generator( 「verify_
generatorの実行」(45ページ)を参照)を実行するか，次のコマンドを使用します。

echo $M_LROOT

Load Generatorのルート・フォルダの名前が返される場合，環境設定が現在のシェルに対

して正しく設定されています。Load Generatorのルート・フォルダの名前が返されない場合

は，次のように変数を手動で設定する必要があります。

現在のシェル・セッションに対して環境変数を手動で設定するには( sourceコマンドを使用

せずにセットアップ・ウィザードを実行した場合)，次のコマンドのいずれかを実行します。

l Bashユーザの場合

source ＜Load Generator のルート＞/env.sh

l Cシェル・ユーザの場合

source ＜Load Generator のルート＞/env.csh

Linux インストールの検証

Load Generatorインストールには，LinuxマシンでのLoad Generatorセットアップを確認す

るセットアップ検証ユーティリティ verify_generatorが含まれています。この検証ユーティリ
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ティは，環境変数と起動スクリプト (/etc/csh.cshrc，${HOME}/.cshrcまたは

/etc/profile，${HOME}/.profile)を検査して，正しく設定されていることを検証します。

Load Generatorのインストールが終了したら，Load Generatorを起動する前にverify_
generatorユーティリティを実行することを強くお勧めします。verify_generatorユーティリ

ティの実行方法の詳細については，「verify_generatorの実行」(45ページ)を参照してくださ

い。

verify_generatorユーティリティは次のことを確認します。

l 必須のソフトウェアがすべてインストールされていること。(この確認は，64ビットのインストー

ルに対してのみ実行されます。)
l 少なくとも 128のファイル記述子があること。

l .rhosts権限が次のように正しく定義されていること。-rw-r--r--

l rshを使用してホストに接続できること。接続できない場合は，.rhosts内のホスト名を確

認する。

l M_LROOTが定義されていること。

l .cshrcまたは .profileが正しいM_LROOTを定義していること。

l /etc/csh.cshrc，${HOME}/.cshrcまたは /etc/profile，${HOME}/.profileが正

しいM_LROOTを定義していること。

l .cshrcまたは .profileがホーム・ディレクトリに存在すること。

l 現在のユーザが .cshrcまたは .profileの所有者であること。

l Linux Load Generatorが$M_LROOTにインストールされていること。

l 実行可能ファイルに実行可能なアクセス許可があること。

l PATHに$M_LROOT/binおよび /usr/binが含まれていること。

verify_generatorの実行

Load Generatorのインストールが終了したら，Load Generatorを起動する前にverify_
generatorユーティリティを実行することをお勧めします。verify_generatorユーティリティに

よる検証内容の詳細については，「Linuxインストールの検証」(44ページ)を参照してくださ

い。

注 :
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l このコマンドを実行するには，rootユーザではなく「通常」のユーザでなければなりま

せん。

l verify _ generatorユーティリティを実行する前に，マシン上にDISPLAY環境変

数を設定していることを確認します。

verify_generator を実行するには，次の手順を実行します。

1. ＜Load Generatorのルート＞/binフォルダから，次のコマンドを実行します。

./verify_generator

例 :

/opt/OT/OT_LoadGenerator/bin/verify_generator

検査に関する詳細情報を入手する場合は，-vオプションを次のように使用します。

./verify_generator -v

2. 結果を確認します。

l 設定が正しければ，verify_generatorによってOKが返されます。

l 設定が正しくなければverify_generatorによって Failedが返され，設定の訂正方

法が示されます。

Controllerの接続の確認

Controllerが rsh(リモート・シェル)を使用して Load Generatorにリモートで接続する場

合，ControllerがLoad Generatorにリモートでアクセスできることを確認する必要がありま

す。

1. Load Generatorマシンでユーザのホーム・ディレクトリにある .rhostsファイルを特定しま

す。

2. .rhostsファイルで，Controllerがマシンの一覧に含まれていることを確認します。一覧に

ない場合は，一覧に追加します。

それでも ControllerがLoad Generatorに接続できない場合は，システム管理者にお問い

合わせください。
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rshを使用しない Linux Load Generatorへの接続

Controllerは，rshを使用せずにLoad Generatorに接続するように設定できます。この場

合，次のようにLoad Generatorでエージェント・デーモンをアクティブ化する必要があります。

本項では，rshを使用せずにLinux Load Generatorに接続する方法について説明しま

す。

1. Linux Load Generatorで，＜Load Generatorのルート＞/binから次のコマンドを入

力してエージェント・デーモンを実行します。

./m_daemon_setup -install

これによりm_agent_daemon というデーモンが実行され，成功した場合は「m_agent_
daemon＜プロセス ID＞」というメッセージが表示されます。

エージェントは，ユーザがログオフしても稼動し続けます。後に示す手順 9で説明するコ

マンドを使用するか，マシンを再起動することで，エージェントを停止できます。

注 :一時ディレクトリにあるm_agent_daemon[xxx].logログ・ファイルには，イン

ストールが正常に行われた場合でも，通信エラーが記録される場合があります。

2. Controllerで，［シナリオ］>［Load Generators］を選択します。［Load Generators］ダ
イアログ・ボックスが開きます。

3. ［追加］をクリックします。［新規 Load Generatorの追加］ダイアログ・ボックスが開きま

す。

4. ［名前］ボックスに，Load Generatorが稼動しているコンピュータの名前を入力します。

5. ［プラットフォーム］の一覧で，［Linux］を選択します。

6. ［詳細表示］をクリックします。

7. ［Linux環境］タブをクリックし，［RSH を使用しない］チェック・ボックスが選択されているこ

とを確認します。

8. 通常どおり接続します。

9. エージェント・デーモンを停止するには，<LoadRunner Professionalのルート>/bin
ディレクトリから次のコマンドを実行します。

./m_daemon_setup -remove
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これによりm_agent_daemonが停止され，成功した場合は「m_agent_daemon is
down」というメッセージが表示されます。

Load Generatorのパフォーマンスの改善
このセクションでは，Load Generatorのパフォーマンスを向上させるための推奨事項について

説明します。カーネルを再構築することで，ファイル記述子，プロセス・エントリ，スワップ領域

の容量を増やせます。

注 : Linux Load Generatorを使用するほとんどのオペレーティング・システムには，十

分な数のファイル記述子，プロセス・エントリ，およびスワップ領域が標準で用意されて

います。

本項の内容 :

l 「ファイル記述子を増やす」(48ページ)
l 「プロセス・エントリを増やす」(49ページ)
l 「スワップ領域を増やす」(50ページ)

ファイル記述子を増やす

Load Generatorは，次のファイル記述子リソースを使用します。

l 起動サービス用に 14のファイル記述子

l エージェント用に20のファイル記述子

l 各仮想ユーザ・ドライバ用に30のファイル記述子。標準設定では50仮想ユーザごとに 1
つのドライバがあります。

l 実行中の仮想ユーザ用のファイル記述子。各仮想ユーザには2つの記述子が必要で

す。

たとえば，スレッドとして実行する 100個の仮想ユーザを実行するのに使用するファイル記述

子の数を計算すると，Load Generatorは以下を必要とします。

記述子 記述子の目的

14 ランチャー用
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20 エージェント用

60 2つのドライバ用( 30 x 2。それぞれが50仮想ユーザまで駆動する)

200 100仮想ユーザ用(各仮想ユーザに2つ必要)

合計 : 294のファイル記述子

仮想ユーザをスレッドではなくプロセスとして実行する場合は，仮想ユーザごとに 1つのドライ

バが実行されます。したがって，各仮想ユーザには30のファイル記述子が必要です。

シェルによって，ファイル記述子の増やし方の手順が異なります。

次の例では，記述子の数を最大 1024まで増やします。

l shユーザと kshユーザは，次のように入力します。

ulimit -n 1024

l cshユーザは，次のように入力します。

limit descriptors 1024

ファイル記述子を増やすもう一つの方法を次に示します。この例では，記述子の数を最大

8192まで増やします。

1. /etc/security/limits.confファイルに次の行を追加します。

hard nfile 8192

2. /etc/sysctl.confファイルに次の行を追加します。

fs.file-max = 8192

3. マシンを再起動します。

プロセス・エントリを増やす

各仮想ユーザには空いているプロセス・エントリがいくつか必要です。システムでプロセス・エン

トリ数を増やすには，カーネルを再構築しなければなりません。

本項では，Linuxプラットフォームでのカーネルの再構築の方法について説明します。

インストール・ガイド

Load Generatorのインストール

LoadRunner Professional (24.1) 49 / 66ページ



1. /etc/security/limits.confファイルを開きます。

2. limitsファイルでプロセスの最大数を設定します。次のように入力します。

hard nproc 8192

3. マシンを再起動します。

スワップ領域を増やす

各仮想ユーザには，サイズが200 KB～ 4 MBの範囲のスワップ領域が必要です。システム

構成に領域を追加する前に，ページング要件を決定することをお勧めします。多くのメモリを

必要とするプログラムを実行する環境の場合は，物理メモリの4倍のページング領域を確保

することをお勧めします。ページング領域を十分に確保しないと，プロセスが強制終了され，

ほかのプロセスも起動できなくなることがあります。

LinuxマシンからのLoad Generatorのアンインス
トール
本項では，Linuxマシンから Load Generatorをアンインストールする方法について説明しま

す。

本項の内容

l 「Load Generator 12.55以前のアンインストール」(51ページ)
l 「Load Generator 12.56以降のアンインストール」(50ページ)

Load Generator 12.56以降のアンインストール

Load Generator 12.56以降のインストールでは，Load Generatorはインストール・プロセス

中にセットアップ・ウィザードによってアンインストールされ，その後再インストールされます。

また，Load Generatorのアンインストールは，手動コマンドを使用するか，またはサイレントで

行うこともできます。

注 :バージョン 24.1以降をアンインストールするには，コマンド内のMFをすべてOTに

置き換えます。
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Load Generatorバージョン 12.56以降をアンインストールするには，次の手順を実行しま

す。

1. Load Generatorをインストールしたユーザでログインしていることを確認します。

2. m_agent_daemonプロセスがマシン上で動作していないことを確認します。動作してい

る場合，次のコマンドを使用してそのプロセスを削除します。

cd /opt/MF/MF_LoadGenerator/bin;./m_daemon_setup -kill;su -;

3. 現在のディレクトリをインストール・ディレクトリに変更します。

cd <path_to_installation_folder>/_MF_LoadGenerator_Installation

4. スーパー・ユーザに切り替えます。

5. 次の方法で，Load Generatorをアンインストールします。

l 手動アンインストール:次のコマンドを実行します。

sh ./Change_MF_LoadGenerator_Installation

l サイレント・アンインストール:次のコマンドを実行します。

sh ./Change_MF_LoadGenerator_Installation -i silent

Load Generator 12.55以前のアンインストール

Load Generator 12.55以前のバージョンは，手動コマンドまたはサイレント・モードでアンイン

ストールできます。

Load Generatorバージョン 12.55以前をアンインストールするには，次の手順を実行しま

す。

1. Load Generatorをインストールしたユーザでログインしていることを確認します。

2. m_agent_daemonプロセスがマシン上で動作していないことを確認します。動作してい

る場合，次のコマンドを使用してそのプロセスを削除します。

cd /opt/HP/HP_LoadGenerator/bin;./m_daemon_setup -kill;su -;

3. 現在のディレクトリをインストール・ディレクトリに変更します。
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cd <path_to_installation_folder>/_HP_LoadGenerator_Installation

4. スーパー・ユーザに切り替えます。

5. 次の方法で，Load Generatorをアンインストールします。

l 手動アンインストール:次のコマンドを実行します。

sh ./Change_HP_LoadGenerator_Installation

l サイレント・アンインストール:次のコマンドを実行します。

sh ./Change_HP_LoadGenerator_Installation -i silent

Linux Load Generatorのインストールに関するト
ラブルシューティング
本項では，Linux Load Generatorのセットアップに関するタスクのトラブルシューティングにつ

いて説明します。

本項の内容

l 「環境変数がシステム全体の起動スクリプトで正しく設定されなかった」(52ページ)
l 「LinuxプラットフォームでのLoad Generatorのインストール時のエラー」(56ページ)
l 「Load Generatorのアンインストール後に環境変数が設定解除されない」(56ページ)
l 「Load Generatorで仮想ユーザを実行できない」(57ページ)

環境変数がシステム全体の起動スクリプトで正しく設
定されなかった

Load Generatorを実行できるようにするには，システム全体の起動スクリプトを変更して，

特定の環境変数を設定する必要があります。起動スクリプトへの必要な変更は，Load
Generatorセットアップ・ウィザードによって実行されます。Load Generatorのセットアップ時

にこれらの起動スクリプトが正しく変更されなかった場合，次に示す方法で起動スクリプトに

対する必要な変更を手動で行うことができます。必要な変更は，Cシェル・ユーザとBourne
およびKornシェル・ユーザとで多少異なります。
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l C シェル・ユーザの起動スクリプトへの手動による変更

Load Generatorのインストール・プロセス中に，ウィザードによって env.cshスクリプトが作

成されます。このスクリプトには，必要な環境変数を設定するためのCシェル・ユーザ用の

コマンドが含まれています。サンプルのenv.cshスクリプトを次に示します。

setenv PRODUCT_DIR <Load Generator のインストール・ディレクトリ>

setenv M_LROOT ${PRODUCT_DIR}

if ( ! $?PATH ) then

setenv PATH ""

endif

setenv PATH ${M_LROOT}/bin:${PATH}"

/etc/csh.cshrcまたは~/.cshrc起動スクリプトに次の行を追加して，シェル起動時に

env.cshスクリプトを実行させます。

source <Load Generator のインストール・ディレクトリ>/env.csh

例 :

source /opt/OT/OT_LoadGenerator/env.csh

起動スクリプトに対する上記の変更による効果は，セットアップ・ウィザードによって実行さ

れる変更と同様です。セットアップ・ウィザードによる /etc/csh.cshrc起動スクリプトへの変

更のサンプルを次に示します。

# New environment setting added by OT_LoadGenerator on Wed Jan 30
16:20:10 IST 2020 2.

# The unmodified version of this file is saved in
/etc/.login1557000131.

# Do NOT modify these lines; they are used to uninstall.

setenv PRODUCT_DIR "/opt/OT/OT_LoadGenerator"
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# End comments by InstallAnywhere on Wed Jan 30 16:20:10 IST 2020
2.

# New environment setting added by OT_LoadGenerator on Wed Jan 30
16:20:10 IST 2020 5.

# The unmodified version of this file is saved in
/etc/.login1557000131.

# Do NOT modify these lines; they are used to uninstall.

setenv M_LROOT "/opt/OT/OT_LoadGenerator"

# End comments by InstallAnywhere on Wed Jan 30 16:20:10 IST 2020
5.

# New environment setting added by OT_LoadGenerator on Wed Jan 30
16:20:10 IST 2020 8.

# The unmodified version of this file is saved in
/etc/.login1557000131.

# Do NOT modify these lines; they are used to uninstall.

if ( ! $?PATH ) then

setenv PATH ""

endif

setenv PATH "/opt/OT/OT_LoadGenerator/bin:${PATH}"

# End comments by InstallAnywhere on Wed Jan 30 16:20:10 IST 2020
8.

l Bourneおよび Korn シェル・ユーザの起動スクリプトへの手動による変更

Load Generatorインストール中，セットアップ・ウィザードによって env.shスクリプトが作成

されます。このスクリプトには，必要な環境変数を設定するためのBourneシェルおよび

Kornシェル・ユーザ用のコマンドが含まれています。

/etc/csh.cshrcまたは~/.profile起動スクリプトに次の行を追加して，シェル起動時に

env.shスクリプトを実行させます。

source <Load Generator のインストール・ディレクトリ>/env.sh
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例 :

source /opt/OT/OT_LoadGenerator/env.sh

起動スクリプトに対する上記の変更による効果は，セットアップ・ウィザードによって実行さ

れる変更と同様です。セットアップ・ウィザードによる /etc/profile起動スクリプトへの変更

のサンプルを次に示します。

# New environment setting added by OT_LoadGenerator on Fri Jan 16
11:14:24 IST 2020 1.

# The unmodified version of this file is saved in
/etc/profile1806316421.

# Do NOT modify these lines; they are used to uninstall.

PRODUCT_DIR=/opt/OT/OT_LoadGenerator

export PRODUCT_DIR

# End comments by InstallAnywhere on Fri Jan 16 11:14:24 IST 2020
1.

# New environment setting added by OT_LoadGenerator on Fri Jan 16
11:14:24 IST 2020 4.

# The unmodified version of this file is saved in
/etc/profile1806316421.

# Do NOT modify these lines; they are used to uninstall.

M_LROOT=/opt/OT/OT_LoadGenerator

export M_LROOT

# End comments by InstallAnywhere on Fri Jan 16 11:14:24 IST 2020
4.

# New environment setting added by OT_LoadGenerator on Fri Jan 16
11:14:24 IST 2020 7.

# The unmodified version of this file is saved in
/etc/profile1806316421.

# Do NOT modify these lines; they are used to uninstall.
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PATH="/opt/OT/OT_LoadGenerator/bin:${PATH}"

export PATH

# End comments by InstallAnywhere on Fri Jan 16 11:14:24 IST 2020
7.LoadRunner settings #PATH=${M_LROOT}/bin:$PATH; export PATH

LinuxプラットフォームでのLoad Generatorのインス
トール時のエラー

以前 Load Generatorがインストールされていた Linuxマシンにsource installer.shコマン

ドを使用して最新のLoad Generatorバージョンをインストールすると，次のエラー・メッセージ

が表示される場合があります。

「選択したインスタンスを管理しようとしたときにエラーが発生しました。」

解決策 :

1. レジストリ・ファイル /var/.com.zerog.registry.xmlを開き，属性 "name"="OT_
LoadGenerator"を持つ要素 "product"を特定します。

例 :

<product name="OT_LoadGenerator" id="77f695c1-1f0c-11b2-883d-
c486a85f6555" version="20.00.0.0" copyright="2019" info_
url="http://www.anyco.com" support_url="http://www.anyco.com"
location="/opt/OT/OT_LoadGenerator" last_modified="2019-11-21 13:12:14">

2. "location"属性の値を記録します。

3. "location"属性によって参照されるディレクトリ全体を削除します。

4. レジストリ・ファイル /var/.com.zerog.registry.xmlを削除します。

5. source installer.shコマンドを再実行します。

Load Generatorのアンインストール後に環境変数が
設定解除されない

Linux Load Generatorをアンインストールしたときに，セットアップ・ウィザードによって Load
Generator環境変数( M_LROOT, PRODUCT_DIR，および PATH)が現在のシェルに対し

て設定解除されていない場合があります。環境変数を設定解除するには，現在のシェル・
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セッションを閉じ，新規のセッションを起動するか，次に示すように変数を手動で設定解除し

ます。

l M_LROOT and PRODUCT_DIR変数を設定解除するには，次の手順で行います。

l [bashシェル] unsetコマンドを使用します。

l [cshシェル] unsetenvコマンドを使用します。

l PATH変数を更新して，Load Generatorバイナリ・ディレクトリを除外するには，次のよう

に入力します。

l [bashシェル] PATH=<必要なパス一覧>; export PATH

l [cshシェル] setenv PATH <必要なパス一覧>

Load Generatorで仮想ユーザを実行できない

Load Generatorで仮想ユーザを実行できない場合に，具体的なエラーが報告されず，仮

想ユーザ・プロトコルによって Load Generator側にサードパーティ・アプリケーションまたはクラ

イアントが必要になる場合は，そのアプリケーションが使用するダイナミック・ライブラリを検証し

ます。この検証により，見つからない共有オブジェクトがあるかどうかが確認できます。見つから

ない共有オブジェクトが存在する場合，必須パッケージが不足しているか，環境変数の問題

が発生している可能性があります。

アプリケーションで使用するダイナミック・ライブラリを調べるには，次のように入力します。

ldd application_name

たとえば，ldd mdrv と入力すると，mdrv実行可能ファイルのすべての依存関係が見つかる

かどうかを判別できます。見つからない依存関係がある場合は，「verify_generatorの実

行」(45ページ)の説明に従って verify_generatorを実行します。

注 : クライアント・インストールを必要とするプロトコル( Oracleなど)の仮想ユーザを実

行している場合は，クライアント・ライブラリのパスがダイナミック・ライブラリのパス環境変

数( LD_LIBRARY_PATHまたはSHLIB_PATH)に含まれていることを確認します。
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LoadRunner Data Hub とWeb
Connectorのインストール
LoadRunner Data Hubは，Kafkaテクノロジに基づく通信チャネルで，LoadRunnerコン

ポーネント間のより堅牢な通信を可能にします。このチャネルを使用するには，Data Hubを

インストールします。さらに，LoadRunnerコンポーネントがWeb経由で通信する場合(たと

えば，Load Generatorがファイアウォールの背後にあり，プロキシ経由で通信する場合)，
Data Hub Web Connectorをインストールする必要があります。

Data Hub とWeb Connectorは Linuxにインストールする必要があります。これらは，Linux
およびWindowsマシンで実行されている LoadRunnerコンポーネントと通信できます。

Data Hub とWeb Connectorを(必要に応じて)インストールしたら，それらを使用するように

LoadRunnerコンポーネントを設定する必要があります。詳細については，LoadRunner
Professionalヘルプセンターの「Data Hub とWeb Connectorのセットアップ」を参照してくだ

さい。

本章の内容

• Data Hubのインストール 58
• Web Connectorのインストール 62

Data Hubのインストール
Data Hubをインストールするには，次の主要な手順を実行します。

1. 前提条件

l サポート・マトリックスで詳しく説明されている通りに，システムが要件を満たしているこ

とを確認します。

l Data Hubでは，最新バージョンのJava JREがインストールされている必要がありま

す。

2. インストール・パッケージをダウンロードする

AppDelivery MarketplaceからData Hubインストール・パッケージをダウンロードしま

す。
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3. セットアップを実行する

l ウィザード・インストール:Data Hubセットアップ・ウィザードを使用してインストールを実

行するには，「セットアップ・ウィザードによるData Hubのインストール」(59ページ)を参

照してください。

l サイレント・インストール:サイレント・インストールの実行方法の詳細については，

「Data Hubのサイレント・インストール」(59ページ)を参照してください。

4. インストールを検証する

「Data Hubのインストールの検証」(62ページ)を参照してください。

セットアップ・ウィザードによる Data Hubのインストール

本項では，セットアップ・ウィザードを使用して LoadRunner Data Hubをインストールする方

法について説明します。

セットアップ・ウィザードを使用して Data Hub をインストールするには，次の手順を実行しま

す。

1. スーパー・ユーザに切り替えます。

2. Data Hubインストール・パッケージを解凍し，.binファイルの場所を開きます。

3. セットアップ・ウィザードを起動します。[shおよび bashシェル]の場合は，

「./inst64.bin」と入力します。

4. 画面の指示に従ってData Hubをインストールします。

標準設定のインストール・パスは次のとおりです。/opt/OT/OT_LoadRunner_Data_
Hub/_OT_LoadRunner_Data_Hub_Installation

インストール中に，CAおよびTLS( SSL)証明書をインストールするオプションがあります。

これらの証明書の詳細と要件については，「LRPでのTLS( SSL)証明書の使用」(8ペー

ジ)を参照してください。

5. スーパー・ユーザを終了するか，別のユーザに切り替えます。

Data Hubのサイレント・インストール

本項では，Data Hubのサイレント・インストールを行う方法について説明します。

本項の内容
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l 「サイレント・インストールの実行」(60ページ)
l 「サイレント・インストールのオプション」(61ページ)

サイレント・インストールの実行

次の手順を実行することで，Data Hubのサイレント・インストールを行うことができます。

Data Hubのサイレント・インストールを行うには，次の手順を実行します。

1. スーパー・ユーザに切り替えます。

2. Data Hubインストール・パッケージを解凍します。

3. 次のテンプレートを使用して，installer.properties という名前のファイルを作成し，必

要に応じてパラメータを変更します。

ヒント : installer.propertiesファイルは，セットアップ・ウィザードの実行時に生成

され，その後のサイレント・インストールに再度使用できます。

#インストール・フォルダを選択

#---------------------

USER_INSTALL_DIR=/opt/OT/OT_LoadRunner_Data_Hub

#リンクの場所を選択

#--------------------

USER_SHORTCUTS=/usr/local/bin/OT/OT_LoadRunner_Data_Hub

#インストール

#-------

-fileOverwrite_/opt/OT/OT_LoadRunner_Data_Hub/_OT_LoadRunner_
Data_Hub_Installation/Change_OT_LoadRunner_Data_Hub_
Installation.lax=Yes

-fileOverwrite_/opt/OT/OT_LoadRunner_Data_
Hub/zookeeper.service=Yes

-fileOverwrite_/opt/OT/OT_LoadRunner_Data_Hub/kafka.service=Yes

-fileOverwrite_/opt/OT/OT_LoadRunner_Data_Hub/run_after_
install.sh=Yes
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#証明書のインストール

#-------------------

INSTALL_CERTIFICATE=\"\",\"No\"

4. installer.propertiesファイルをインストーラ・ファイルと同じ場所に保存します。

5. 次の構文を使用してインストール・コマンドを実行します。

./inst64.bin [-f＜installer.properties ファイルのパス＞ | -options]

このコマンドにオプションを追加することで，インストールを変更できます。詳細について

は，「サイレント・インストールのオプション」(61ページ)を参照してください。

注 :
l installer.propertiesファイルをインストーラと同じディレクトリに保存した場合，-f
オプションを使用して別の有効なプロパティ・ファイルを指定しない限り，他のコマン

ド・ライン・オプションはすべてオーバーライドされます。

l installer.propertiesファイルのパスは，絶対パスでも，インストーラが存在するディレ

クトリからの相対パスでもかまいません。

たとえば，次のコマンドは，インストーラと同じ場所に保存されている installer.properties
ファイルを使用して，Data Hubのサイレント・インストールを行います。

例 : ./inst64.bin -i silent

サイレント・インストールのオプション

サイレント・インストール・コマンドには，次のオプションを追加できます。

オプション 説明

-i [swing | console | silent] インストーラのユーザ・インタフェース・モードを指定しま
す。

-D＜名前＞=＜値＞ インストーラのプロパティを指定します。

-r＜応答ファイルの生成先のパス
＞

応答ファイルを生成します。

修復とアンインストールのオプション

Data Hubを修復またはアンインストールするには，次のオプションを使用します。
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オプション 説明

-repair インストールを修復します。

-uninstall Data Hubをアンインストールします。

Data Hubのインストールの検証

Data Hubが正常にインストールされたことを検証するには，次のコマンドを実行して，

zookeeperサービスとkafkaサービスのステータスを確認します。これらのサービスが実行さ

れている場合，インストールは成功です。

service zookeeper status

service kafka status

Web Connectorのインストール
標準のインストール・プログラムを使用してWeb Connectorをインストールするには，次の主

要な手順を実行します。

1. システム要件の確認

Web Connectorをインストールする前に，サポート・マトリックスで詳しく説明されている

通りに，システムが要件を満たしていることを確認します。

2. インストール・パッケージをダウンロードする

Web Connectorインストール・パッケージは，Data Hubインストール・パッケージに含ま

れています。Data Hubインストール・パッケージをまだダウンロードしていない場合は，

AppDelivery Marketplaceからダウンロードしてください。

3. セットアップを実行する

l ウィザード・インストール:Web Connectorセットアップ・ウィザードを使用してインストー

ルを実行するには，「セットアップ・ウィザードによるWeb Connectorのインストール」

(63ページ)を参照してください。

l サイレント・インストール:サイレント・インストールの実行方法の詳細については，

「Web Connectorのサイレント・インストール」(63ページ)を参照してください。
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4. インストールの検証

「Web Connectorのインストールの検証」(66ページ)を参照してください。

セットアップ・ウィザードによるWeb Connectorのインス
トール

本項では，セットアップ・ウィザードを使用してWeb Connectorをインストールする方法につ

いて説明します。

セットアップ・ウィザードを使用してWeb Connector をインストールするには，次の手順を実

行します。

1. スーパー・ユーザに切り替えます。

2. Web Connectorインストール・パッケージを解凍し，.binファイルの場所を開きます。

3. セットアップ・ウィザードを起動します。[shおよび bashシェル]の場合は，

「./inst64.bin」と入力します。

4. 画面の指示に従ってWeb Connectorをインストールします。

標準設定のインストール・パスは次のとおりです。/opt/OT/OT_LoadRunner_Data_
Hub_Web_Connector/_OT_LoadRunner_Data_Hub_Web_Connector_
Installation

インストール中に，CAおよびTLS( SSL)証明書をインストールするオプションがあります。

これらの証明書の詳細と要件については，「LRPでのTLS( SSL)証明書の使用」(8ペー

ジ)を参照してください。

5. スーパー・ユーザを終了するか，別のユーザに切り替えます。

Web Connectorのサイレント・インストール

本項では，Web Connectorのサイレント・インストールを行う方法について説明します。

本項の内容

l 「サイレント・インストールの実行」(64ページ)
l 「サイレント・インストールのオプション」(65ページ)

インストール・ガイド

LoadRunner Data Hub とWeb Connectorのインストール

LoadRunner Professional (24.1) 63 / 66ページ



サイレント・インストールの実行

次の手順を実行することで，Web Connectorのサイレント・インストールを行うことができま

す。

Web Connectorのサイレント・インストールを行うには，次の手順を実行します。

1. スーパー・ユーザに切り替えます。

2. Web Connectorインストール・パッケージを解凍します。

3. 次のテンプレートを使用して，installer.properties という名前のファイルを作成し，必

要に応じてパラメータを変更します。ここにあるテンプレートでは，標準設定の

LoadRunner証明書を使用してWeb Connectorをインストールします。

ヒント : installer.propertiesファイルは，セットアップ・ウィザードの実行時に生成

され，その後のサイレント・インストールに再度使用できます。

#インストール・フォルダを選択

#---------------------

USER_INSTALL_DIR=/opt/OT/OT_LoadRunner_Data_Hub_Web_Connector

#リンクの場所を選択

#--------------------

USER_SHORTCUTS=/usr/local/bin/OT/OT_LoadRunner_Data_Hub_Web_
Connector

#インストール

#-------

-fileOverwrite_/opt/OT/OT_LoadRunner_Data_Hub_Web_Connector/_OT_
LoadRunner_Data_Hub_Web_Connector_Installation/Change_OT_
LoadRunner_Data_Hub_Web_Connector_Installation.lax=Yes

-fileOverwrite_/opt/OT/OT_LoadRunner_Data_Hub_Web_
Connector/webconnector.service=Yes

-fileOverwrite_/opt/OT/OT_LoadRunner_Data_Hub_Web_Connector/run_
after_install.sh=Yes

-fileOverwrite_/opt/OT/OT_LoadRunner_Data_Hub_Web_
Connector/webconnector.sh=Yes

#証明書のインストール

#-------------------
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INSTALL_CERTIFICATE=\"\",\"No\"

4. installer.propertiesファイルをインストーラ・ファイルと同じ場所に保存します。

5. 次の構文を使用してインストール・コマンドを実行します。

./inst64.bin [-f＜installer.properties ファイルのパス＞ | -options]

このコマンドにオプションを追加することで，インストールを変更できます。詳細について

は，「サイレント・インストールのオプション」(65ページ)を参照してください。

注 :
l installer.propertiesファイルをインストーラと同じディレクトリに保存した場合，-f
オプションを使用して別の有効なプロパティ・ファイルを指定しない限り，他のコマン

ド・ライン・オプションはすべてオーバーライドされます。

l installer.propertiesファイルのパスは，絶対パスでも，インストーラが存在するディレ

クトリからの相対パスでもかまいません。

たとえば，次のコマンドは，インストーラと同じ場所に保存されている installer.properties
ファイルを使用して，Web Connectorのサイレント・インストールを行います。

例 : ./inst64.bin -i silent

サイレント・インストールのオプション

サイレント・インストール・コマンドには，次のオプションを追加できます。

オプション 説明

-i [swing | console | silent] インストーラのユーザ・インタフェース・モードを指定しま
す。

-D＜名前＞=＜値＞ インストーラのプロパティを指定します。

-r＜応答ファイルの生成先のパス
＞

応答ファイルを生成します。

Web Connectorを修復またはアンインストールするには，次のオプションを使用します。

オプション 説明

-repair インストールを修復します。
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オプション 説明

-uninstall Web Connectorをアンインストールします。

Web Connectorのインストールの検証

Web Connectorが正常にインストールされたことを検証するには，次のコマンドを実行して，

webconnectorサービスのステータスを確認します。このサービスが実行されている場合，イン

ストールは成功です。

service webconnector status
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